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売上高は4512億円で前年同期比で17%の増収となりました。ただし、増加分は円
安に伴う為替換算の影響によるものです。 

  

概ね横ばいの市況が続く中、無形資産償却と個別開示項目前の営業利益は前年
比で改善しました。 

  

現在進めているリストラクチャリング施策は計画通りに進捗しており、それに伴い個
別開示項目費用が発生しています。 

  

金融費用は、退職後給付に関する会計基準の改定に伴う影響を含んでいます。比
較し易いように、前年同期の数字は、改定後の基準に基づき調整した数値を示して
います。 

  

当期損益は、営業利益の改善と個別開示項目費用の減少に伴い、前年同期に比
べ、損失幅が縮小しました。 

  

 

  

 



数量に関しては、数量が増えた市場と減少した市場が混在し、欧州の建築用ガラ
スと高機能ガラス事業で数量が減少しましたが、自動車用ガラス事業では数量が
増加しました。 

  

価格は大半の市場において前年並みで推移したものの、依然として多くの市場で
低水準に留まっています。ただし、主に円安の影響で一部輸出製品の価格は上昇
しました。 

  

リストラクチャリング施策によるコスト削減効果は前年同期比で75億円増加しまし
た。通期業績予想の通り、期末時点では100億円のコスト削減による利益効果の
実現を見込んでいます。 
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基調となるキャッシュフローは引き続き改善しています。 

当第3四半期のキャッシュフローは、リストラクチャリング施策に関連したキャッシュ
支出のタイミングと運転資本の一時期的な増加によりマイナスの影響を受けました
が、運転資本は第4四半期には再び減少する見通しです。 

 



ネット借入残高は、主として円安の影響により増加しました。 

一方で円安による為替換算の影響で、自己資本は増加しております。 

ネット借入／EBITDA比率は、EBITDAの増加により改善しており、この改善傾向
は当年度の残りの期間を通して続く見込みです。 
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地域別の売上高構成比率は欧州が約40%、日本が25%、北米が16%、その他地
域が19%となっています。 

  

 



 

欧州の建築用ガラス市場の需要は安定的に推移しましたが、依然として歴史的な
低水準となっています。当社グループの数量は、不採算の製造ラインを閉鎖したこ
とに伴い、前年との比較では約10％減少しています。価格は安定的に推移してお
り、リストラクチャリング施策の効果により、引き続き営業利益を計上しました。 

  

自動車用ガラス事業については、新車向け（OE）市場では、厳しい状況が続いて
いますが、当第3四半期において改善の兆しも見られました。補修用（AGR）部門

の業績は、需要の増加によって改善しました。自動車用ガラス事業の営業利益は、
主にリストラクチャリング施策の実施に伴うコスト削減効果により、改善しました。 

  

  

 



日本の建築用ガラス事業では、新規住宅着工件数が前年より更に増加しており、
建築用ガラスの国内市場の見通しは引き続き改善しています。販売価格は前年同
期と同様の水準で安定的に推移しました。営業利益も前年同期並みでした。 

  

自動車用ガラス事業では、円安が自動車の輸出を下支えしたほか、消費税引き上
げ前の駆け込み需要により国内売上が伸び、OE部門の数量が前年度より増加し
ました。コスト削減と数量増加により、増益となりました。 

 



北米の建築用ガラス事業は国内需要の増加が太陽電池用ガラスの出荷の削減に
よる影響を相殺しました。国内販売価格は前年度の水準を上回りました。 

  

北米の新車向け（OE）市場は、乗用車販売台数が前年度と比べて5％増加してお
り、引き続き改善しました。AGR部門の業績は、前年同期並みとなりました。 

 



その他地域の建築用ガラス事業では、南米と東南アジアの市場環境は需要の増
加により改善しました。スライドは米ドル建てで作成しているため反映されていませ
んが、現地通貨ベースでは増収となりました。 

  

自動車用ガラス事業の市況は地域により硬軟混在する状況でした。現地通貨ベー
スでは増収となりました。 

 



高機能ガラス事業では、数量は減少しましたが、円安影響で日本からの輸出売上金
額が増加し、全体売上高は前年同期並みとなりました。 

超薄板ガラスの数量はいくらか減少しました。 

オフィス向けプリンター用レンズの出荷は前年同期に比べ増加しました。 

エンジン・タイミングベルト用グラスコードの数量は、当社の製品が組み込まれた比
較的小型で燃焼効率が高いエンジンを搭載した乗用車の需要が増加しているため、
改善しました。 

  

  

 



持分法適用会社の中で最大の事業はブラジルにおける建築用ガラス事業の合弁会
社であるセブラセ社です。 

セブラセ社の利益は需要の増加により改善しましたが、コロンビアの関連会社で発
生した開業前費用により、一部利益が相殺される結果となりました。 
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まとめ 民慰~
GROUP 

-累計第3四半期業績は見通しどおり

-コスト削減により前年比で営業利益改善

-市場状況は引き続き安定

-リストラ施策は計画通り進捗、生産効率の改善を継続

-通期業績見通しは変更なし

20叩附日 120叩月期第3四半期決算報告
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ご注意
瓜~

当資料の業績見通しは、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的

であると判断する一定の前提にもとづいており、実際の業績は見通し

と異なる可能性があります。その要因の主なものとしては、主要市場

(欧州、 日本、北米、アジア等)の経済環境及び製品需給の変動、為

替相場の変動等があります。

GROUP 

日本板硝子株式会社

2昨 1月31日 12叫 3月期第3四半期決算報告
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民慰~
GROUP 

補足資料

20叩附日 120叩月期第3四半期決算報告
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事業部門別・地域別売上高
(2013年4月 1 日~ 2013年12月31日)

(億円) 日本

建築用ガフス 560 

自動車用ガフス 367 

I局機能ガフス 231 

その他 6 

合計 1，164 

欧州

695 

1，029 

57 

1，782 

20叩附日 120叩月期第3四半期決算報告
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北米 その他地域 合計

179 380 1.814 

537 314 2.247 
9 147 444 。 。 7 

725 841 4，512 
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償却前営業利益*
(2013年4月1日-2013年12月31日)

民慰~
GROUP 

73 67 39 
空
間

(億円)

営業利益*

建築用ガラス|自動車用ガラス|高謙吾芳ヲ天

(1i憲円)
営業利益キ

堅
持

酬
一ぉ

山一
一日

その面画面

53 

'無形資産償却と個別開示項目前営業利益

20叩月間 120叩月期第3四半期決算報告
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為替レート 民慰~
GROUP 

2013年3月期 2014年3周期 2014年3月期

4月一 12月 4月ー 12月 前提

期中平均為替レート:

円/英ポンド 127 156 160 

円/ユーロ 102 132 135 

円/米ドル 80 99 100 

期末為替レート:

円/英ポンド 142 174 

円/ユーロ 115 145 

円/米ドル 87 105 

20叩附日 120叩月期第3四半期決算報告
25 



GROUP 


